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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は「災害ソーシャルワーク理論」の体系化に向け、その機能特性を実
証的に明らかにすることにある。研究方法は、ソーシャルワーカー8名に対してインタビュー調査を実施し、定
性的（質的）コーディングを用いて分析した。研究成果としては192のセグメントより18のコアカテゴリーを生
成しその内容を定義化した。
 生成された18のコアカテゴリーより、災害ソーシャルワークの機能特性として3点が指摘できる。①ソーシャル
ワークの本質的かつ社会や地域に開かれた機能に集約されたこと、②当事者である本人のニーズを起点として実
践が強調されたこと、③その時点での対応のみならず先の展開を想定した働きが顕著なことである。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this research is to empirically determine its functional 
uniqueness towards systematizing "disaster social work theory."  For the research method, an 
interview survey was conducted on 8 social workers and analyzed using qualitative (quantitative) 
coding.  As research results, 18 core categories were generated from 192 segments and their contents
 were defined.
  From the generated 18 core categories, three points can be identified as unique characteristics of
 disaster social work:  (1) it was centralized into functions in societies and regions as an 
essential social work, (2) using actual needs of the affected as the focal point, action was 
emphasized, and (3) it not only focused on the response at the time but also had actions with future
 in mind.

研究分野： 社会福祉学、ソーシャルワーク
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１．研究開始当初の背景 
（1）本研究の端緒は、日本ソーシャルワー
ク学会・研究推進第 3 委員会が 2012 年度よ
り取り組んだ「災害対応プロジェクト」にあ
る。このプロジェクの目的は、東日本大震災
後、宮城県仙台市を中心とする学会員によっ
て研究チームが編成され、学会として「災害
ソーシャルワーク研究」に取り組むというも
のであった。 
 
（2）プロジェクトでは、震災対応を経験し
た 3人のソーシャルワーカーに対するプレ・
インタビューを行った。その結果、災害時の
ソーシャルワークには、従来のソーシャルワ
ーク機能を「強化するもの」、新たに「追加
するもの」、さらに「発展させるもの」があ
ることが想定された。そこで「災害ソーシャ
ルワーク理論」の体系化に向けて、この「機
能特性」を実証的に明らかにすることが、次
の課題となったのである。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究の目的は、「災害ソーシャルワー
ク理論」の体系化に向け、災害時におけるソ
ーシャルワーカーの具体的機能及び機能特
性を実証的に明らかにすることにある。 
 
（2）本研究は、単なる災害研究ではなく、
東日本大震災におけるソーシャルワーク実
践の分析によって、ソーシャルワークの特性
のさらなる明確化と実践上の可能性を開拓
することを目的としている。つまり災害時に
限定したソーシャルワーク理論ではなく、災
害にも強いソーシャルワーク理論の構築を
目指すものである。 
 
３．研究の方法 
（1）調査対象者は社会福祉士資格取得後 3
年以上の実務経験があり、東日本大震災時か
らインタビュー時点まで、所属施設・機関に
継続して所属しているソーシャルワーカー8
名を、実践領域を勘案して選定した。 
 
（2）インタビュー調査では、基本属性とし
て「所属機関の形態と職種及び業務内容」を
聴取したうえで、「災害発生時の状況と対応」
を尋ね、初期対応後の主な業務内容（実践活
動）について時間経過とともに確認した。 
 
（3）分析方法は、佐藤郁哉の定性的（質的）
コーディングに基づいて行った。①インタビ
ュー調査によって得られたデータをすべて
逐語録化し、ソーシャルワーカーが行った実
践に該当する部分はセグメントを作成した。
②192 のセグメントに対して、ソーシャルワ
ーカーの働きに着目しサブカテゴリーを生
成した。③継続的比較法によりサブカテゴリ
ーから 18 のコアカテゴリーを生成した。④
最後にコカテゴリーの表す内容を定義化し
た。 

 
（4）倫理的配慮として、研究の概要とプラ
イバシー保護の遵守等について文書と口頭
で説明し承諾を得た。また仙台白百合女子大
学研究倫理委員会の承認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
研究成果として、（1）18 のコアカテゴリー

を提示し、（2）研究成果の総括と、（3）今後
の展望として残された課題について述べる。 
 
（1）18 のコアカテゴリー 
①人命救助及び安全確保を優先して対応す
る。このカテゴリーは、人命救助及び安全確
保を最優先し、避難誘導、避難路の確保、よ
り安全な場所への誘導、食料の確保等によっ
て、安全と安心を確保することである。 
 
②安否確認や被害状況に関する情報の収
集・確認によって、課題やニーズを把握する。 
このカテゴリーは、安否情報や被害状況に関
する情報を多様なルートを通じて収集した
り、自ら行動することで確認し、現状での課
題やニーズを正確に把握することである。 
 
③情報の集約と整理ができる仕組みをつく
る。このカテゴリーは、被災状況等に関する
情報の集約や整理を正確かつ効率的にすす
めるために、共有シート等のツールを開発し
たり、共有のための仕組みをつくることであ
る。 
 
④課題やニーズを予測して行動する。このカ
テゴリーは、これまでの取り組みや新たに収
集された情報をもとに、起こりうる課題やニ
ーズを事前に予測し、事態の展開を想定しな
がら行動することである。 
 
⑤把握できた課題に優先順位をつけながら
対応する。このカテゴリーは、把握できた課
題に優先順位をつけて、緊急性の高い人や生
活上のニーズの高い人等に対して最も適切
な方法で対応することである。 
 
⑥早急かつ的確に情報を発信する。このカテ
ゴリーは、必要とされている情報と対象につ
いて判断したうえで、状況に最も適切な方法
で早急かつ的確に発信することである。 
 
⑦先の展開を予測し、効率的かつ予防的に対
応する。このカテゴリーは、この先の事態の
展開を予測し、被災者へのニーズの充足を目
指して効率的かつ予防的に対応することで
ある。 
 
⑧組織としての力が最大限に発揮できるよ
うに調整する。このカテゴリーは、組織内に
おける役割分担や機能の移行、組織間の情報
交換や調整、福祉機関としての本来の専門性
を発揮できるような取り組みへの回帰等に



よって、組織としての力が最大限に発揮でき
るように調整することである。 
 
⑨組織や機構を越えた連携と協働のための
体制を整える。このカテゴリーは、既存の組
織や機構、あるいは専門性を越えて、マニュ
アルの作成や協定を結ぶなど、連携と協働の
ための体制を整えることである。 
 
⑩専門職以外の新たな担い手の拡大に向け
て取り組む。このカテゴリーは、専門職以外
のボランティア等の多様な担い手を新規に
開拓したり、組織化することによって先を見
通した幅広い担い手の拡大に向けて取り組
むことである。 
 
⑪被害者が主体的に関与できるように働き
かける。このカテゴリーは、被災者が自分た
ちのルールづくりに取り組んだり、課題を共
有することで、自分たちの課題として主体的
に関与できるように働きかけることである。 
 
⑫特別な配慮を要する人に対して優先的か
つ適切に対応する。このカテゴリーは、高齢
者や社会的な支援を要する人等に対して、福
祉避難所等の設定等を含め、優先的かつ適切
に対応することである。 
 
⑬支援者自身や職員の身の安全を図る。この
カテゴリーは、支援者自身や職員の安全を確
保したり、職員の安否確認をするなど、支援
する側の安全を確保することである。 
 
⑭被災者と向き合い、精神的なサポートと生
きる意欲の醸成を図る。このカテゴリーは、
精神的に落ち込んだり、生きる気力を失って
いる被災者と向き合い、精神的なサポートや
生きる意欲の醸成に向けて働きかけること
である。 
 
⑮被災によって生じた家族の課題と適切に
対応する。このカテゴリーは、被災によって
生じた家族の種々の課題や家族関係の変化
に合わせて、適切に対応することである。 
 
⑯被災者の多様なニーズに応じ、具体的な資
源を調整・提供する。このカテゴリーは、被
災者の多様なニーズに応じて、適切な衣食住
の提供、サービスの調整、ボランティアの手
配等、具体的な資源を調整したり、提供する
ことである。 
 
⑰ニーズに合わせた制度を柔軟に活用する。
このカテゴリーは、被災の状況に合わせ、本
人のニーズに制度を合わせる形で、柔軟に制
度を運用することである。 
 
⑱地域における支援体制づくりに向けてネ
ットワークを構築する。このカテゴリーは、
単一の機関のみならず、地域全体での支援が

できる体制づくりに向け、ネットワークを構
築し、今後のコミュニティづくりにつなげる
ことである。 
 
（2）研究成果の総括 
 生成された 18 のコアカテゴリーを概観す
ると、災害ソーシャルワークの機能特性とし
て指摘できることは、以下の 3点である。 
①ソーシャルワークの本質的かつ社会や地
域に開かれた機能に集約されたこと。 
②当事者である本人のニーズを起点として
実践が強調されたこと。 
③その時点での対応ののみならず、先の展開
を想定した働きが顕著なこと。 
 
（3）今後の展望として残された課題 
 「災害ソーシャルワーク理論」の体系化に
向けて顕在化した課題として 3点挙げる。 
第 1の課題は、18 のコアカテゴリーとして

生成された機能についての更なる検証であ
る。これらの機能遂行に関して、「いつ（時
期）」「どこで（場所・機関等）」発揮される
かについては、もっと精査する必要がある。
それによって時系列でみる災害時のソーシ
ャルワーカーの動きを方向付けることが可
能となる。 
 第 2の課題は、従来のソーシャルワーク機
能とのすり合わせである。本研究のプレ・イ
ンタビューにおいて明らかになった「機能特
性（強化・追加・発展）」の検証については、
今回は十分な検証まで至らなかった。従来の
ソーシャルワーク機能と比較し、この機能特
性の様相を明確にする作業は、「災害ソーシ
ャルワーク理論」の体系化にはが不可避の工
程である。 
 第 3 の課題は、「災害ソーシャルワーク」
の汎化にむけた取り組みである。今回は東日
本大震災における調査研究であったが、「自
然災害」の範囲は広く、今回の結果と震災以
外の場面でのソーシャルワーク機能との比
較検討が必要である。 
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